
�　第 213 号 は な や ま 平 成 29 年 7 月 31 日1
　

平
成
29
年
度
の
当
協
会
定
時
総
会

は
、６
月
３
日
午
後
２
時
40
分
か
ら
、

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
の
仙
台
市
福
祉

プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
司
会
の
中
塚
仁

執
行
理
事
が
、
出
席
者
と
委
任
状
で

総
会
成
立
の
定
足
数
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
。
大
場
尚
文
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
議
長
に
選
出

さ
れ
た
及
川
英
之
絵
画
部
部
長
が
、

大
場
理
事
長
と
雫
石
隆
子
執
行
理
事

を
議
事
録
署
名
人
に
指
名
し
た
。

　

最
初
に
、
報
告
と
し
て
「
平
成
29

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ

い
て
」が
執
行
部
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

議
案
は
「
平
成
28
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」
の

一
件
で
、
渡
部
勝
彦
執
行
理
事
が
事

業
報
告
、
佐
々
木
光
一
執
行
理
事
が

収
支
決
算
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
で
は
、
賛

助
会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
、
70
件
を

超
す
新
賛
助
会
員
の
入
会
が
あ
り
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。

　

収
支
決
算
で
は
、
平
成
28
年
度
は

当
協
会
の
資
産
が
前
年
度
か
ら
90
余

万
円
の
減
と
な
っ
た
が
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
減
額
の
幅
を
１
３
０
万
円

以
上
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
佐
藤
光
郎
監
事
か
ら
、
業

務
の
執
行
状
況
及
び
会
計
処
理
は
適

正
で
あ
っ
た
旨
の
監
査
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、質
疑
と
採
決
に
移
り
、

議
案
は
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

伊
達
政
宗
は
今
か
ら
４
５
０
年
前

の
永
禄
10
年
、
伊
達
輝
宗
の
嫡
子
と

し
て
米
沢
城
で
生
ま
れ
た
。
伊
達
家

は
中
世
か
ら
連
歌
・
書
道
・
茶
道
・

や
茶
道
、能
な
ど
の
芸
道
も
教
え
た
。

６
歳
の
時
に
は
君
主
と
し
て
の
見
識

を
身
に
着
け
さ
せ
る
た
め
、
臨
済
宗

の
僧
で
あ
る
虎
哉
を
師
に
つ
け
、
五

以
降
、
一
流
の
人
た
ち
と
の
出
会
い

を
通
し
て
大
き
く
花
開
い
た
。

　

政
宗
に
は
、
正
室
愛
姫
や
母
保
春

院
と
の
贈
答
歌
、
朝
鮮
出
兵
の
お
り

詠
ん
だ
漢
詩
、
吉
野
の
観
桜
会
で
の

詩
や
和
歌
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
宝
と
な
っ
て
い
る

大
崎
八
幡
宮
や
瑞
巌
寺
本
堂
な
ど
桃

山
建
築
の
造
営
も
行
っ
て
い
る
。

　

戦
う
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
政
宗
で
あ

る
が
、
残
さ
れ
た
和
歌
や
記
録
類
か

ら
は
、
む
し
ろ
人
間
味
の
あ
る
文
化

人
と
し
て
の
人
柄
が
し
の
ば
れ
る
。

〈
政
宗
辞
世
の
句
〉

　

曇
り
な
き
心
の
月
を
先
だ
て
て

　
　

浮
世
の
闇
を
照
ら
し
て
ぞ
行
く

香
道
・
能
楽
な
ど
学
芸
を
た
し
な
む

こ
と
を
家
風
と
す
る
家
柄
で
あ
る
。

　

輝
宗
は
、
５
歳
で
片
目
を
失
明
し

た
政
宗
に
武
道
の
み
な
ら
ず
、
和
歌

山
文
学
や
漢
文
・
漢
詩
な
ど
の
教
育

を
ほ
ど
こ
し
た
。

　

こ
う
し
た
伊
達
家
の
家
風
と
政
宗

の
天
分
が
、
秀
吉
に
臣
従
し
た
24
歳

　

当
協
会
で
は
、
新
会
員
に
会
員
証

と
共
に
配
布
す
る
会
員
バ
ッ
ジ
（
徽

章
）
の
在
庫
が
な
く
な
っ
た
の
に
伴

い
、
こ
の
ほ
ど
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し

た
バ
ッ
ジ
を
制
作
し
た
。

　

従
来
の
も
の
は
、
芸
協
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
そ
の
ま
ま
を
バ
ッ
ジ
に
し

た
も
の
で
、小
さ
く
て
扱
い
に
く
く
、

目
立
た
な
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
も
の
は
、
直
径
18
ミ
リ
の

円
形
で
、
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
背
景
に

金
で
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
表
現
さ
れ
、

周
囲
も
金
で
縁
取
り
さ
れ
て
い
る
。

　

従
来
の
バ
ッ
ジ
よ
り
も
大
き
く
、

明
る
く
な
り
、
本
来
の
青
空
に
ふ
ん

わ
り
と
浮
か
ぶ
雲
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

ま
り
、
目
に
付
き
や
す
く
な
っ
た
。

　

新
し
い
バ
ッ
ジ
は
、
新
会
員
に
は

順
次
配
布
中
で
あ
る
が
、
希
望
者
に

は
事
務
局
で
５
０
０
円
で
頒
布
す
る
。

大
き
く
、
明
る
く

芸
協
会
員
バ
ッ
ジ
を
一
新
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平
成
29
年
度
東
北
・
北
海
道
芸
術

文
化
団
体
協
議
会
総
会
が
6
月
6

日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
当
協
会

か
ら
は
大
場
尚
文
理
事
長
と
事
務
局

の
伊
藤
敏
之
主
任
が
出
席
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
交
流
事
業
と
し

て
、
弘
前
大
学
の
塚
本
悦
雄
教
授
に

よ
る
「
日
本
の
彫
刻
―
近
代
か
ら
現

在
―
」
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
「
平
成
28
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
」
と
「
平
成
29
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
を
審

議
し
、
議
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

30
年
度
か
ら
は
幹
事
が
青
森
県
か

ら
福
島
県
に
引
き
継
が
れ
る
。
新
幹

事
の
も
と
、
さ
ら
な
る
事
業
の
展
開

と
交
流
の
深
ま
り
を
期
待
し
た
い
。

【
茶
道
部
】
佐
藤
宗
博

　

本
年
度
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修

会
は
、
5
月
20
日
、
21
日
の
一
泊
二

日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
た
。

　

１
日
目
は
山
形
県
酒
田
市
の
山
居

倉
庫
、
日
和
山
公
園
で
ス
ケ
ッ
チ
。

夜
の
懇
親
会
で
は
参
加
者
が
思
い
思

い
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

２
日
目
は
残
雪
の
鳥
海
山
麓
を
訪

れ
た
。
山
荘
で
の
昼
食
後
、
作
品
鑑

賞
会
を
開
催
し
、
互
い
に
成
果
を
見

せ
合
い
な
が
ら
交
流
を
図
っ
た
。　

　

両
日
と
も
好
天
で
、
充
実
し
た
研

修
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
は
32
人
。

　

当
協
会
と
河
北
新
報
社
主
催
の
第

21
回
杜
の
都
大
茶
会
が
5
月
27
、
28

の
両
日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
勾
当
台

公
園
で
開
か
れ
た
。

　

雨
上
が
り
の
新
緑
の
も
と
、
今
年

も
芸
協
茶
道
部
13
流
派
が
二
日
に
分

か
れ
、
来
場
者
に
お
点
前
を
披
露
。

初
心
者
や
学
生
を
対
象
と
し
た
無
料

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
茶
会
は
、
今
や
仙
台
の
初
夏

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
。
来
場
者
は

８
８
７
８
人
に
上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
お

目
当
て
の
茶
席
で
お
茶
を
楽
し
ん
だ
。

絵
画
部
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会

山
居
倉
庫
、
鳥
海
山
な
ど
写
生

第
21
回
杜
の
都
大
茶
会

初
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着

青
森
市
で
29
年
度
芸
文
協

　

本
年
度
か
ら
、芸
術
祭
に
共
通
テ
ー

マ
が
設
定
さ
れ
た
。
事
業
全
体
の
統

一
性
を
図
り
な
が
ら
、
芸
協
12
部
門

の
特
性
を
生
か
し
た
、
よ
り
魅
力
的

な
芸
術
祭
に
す
る
の
が
狙
い
で
、
共

通
テ
ー
マ
を
も
と
に
し
た
県
民
へ
の

分
か
り
や
す
く
か
つ
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
広
報
活
動
に
も
役
立
て
る
。

　

初
年
度
と
な
る
本
年
度
の
第
54
回

芸
術
祭
で
は
「
結
い
」
を
共
通
テ
ー

マ
に
設
定
し
、
部
門
間
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
各
部
門
や

会
員
各
自
の
作
品
な
ど
で
テ
ー
マ
の

実
現
を
試
み
る
。

　

開
会
式
翌
日
の
9
月
23
日
（
土
）

に
は
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

１
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。「
結

い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
第
54
回
芸
術

祭
を
県
民
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
各

事
業
へ
の
来
場
者
の
増
加
に
つ
な
げ

る
こ
と
に
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、
13

時
30
分
か
ら
約
２
時
間
に
わ
た
り
、

二
部
構
成
で
行
わ
れ
る
。

　

第
一
部
は
華
道
部
全
流
派
参
加
の

生
け
花
実
演
、
書
道
部
の
揮
毫
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
洋
楽
部
と
邦
楽
部

の
合
同
演
奏
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
第
二
部
は
大
邱
交
流
事
業

の
再
演
で
、
邦
楽
部
（
三
曲
）
と
舞

踊
部
（
日
本
舞
踊
）
に
よ
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
テ
ー
マ
の
「
結

い
」
に
迫
る
。

　

入
場
は
無
料
。
各
会
員
に
よ
る
積

極
的
な
呼
び
か
け
が
期
待
さ
れ
、
多

く
の
市
民
の
来
場
が
望
ま
れ
る
。

新
賛
助
会
員

（
個
人
）

◇
川
上 

伸
昭　

様

私
は
芸
術
協
会
を
応
援
し
ま
す

【
は
な
や
ま
２
１
２
号
訂
正
】

・
三
面
新
入
会
員
名
簿

　
洋
楽
部　

藤
本
淳
子
→
藤
本
純
子

・
四
面
下
段
文
学
散
歩
見
出
し

　

�

５
月
20
日
・
21
日
実
施
→
10
月

４
日
・
５
日
実
施

◇
新
運
営
委
員

残雪の鳥海山をスケッチする参加者

主催者・茶道各流派代表者によるテープカット

「
結
い
」を
テ
ー
マ
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

第54回
宮城県
芸術祭

9月23日

ゆ



髙倉 健
名誉会員

星 悠丈
名誉会員

�　第 213 号 は な や ま 平 成 29 年 7 月 31 日3

　

宮
城
県

芸
術
協
会

第
7
代
理

事
長
を
務

め
ら
れ
た

星
悠
丈
（
光
一
）
先
生
が
6
月
16
日
、

満
83
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。
2
年
程
前

か
ら
茶
道
部
の
運
営
委
員
会
で
も
お

目
に
掛
か
ら
な
く
な
り
、
ご
体
調
が

良
く
な
い
と
伺
っ
て
い
た
も
の
の
、

ご
逝
去
の
報
を
受
け
、
誠
に
悲
し
く

残
念
で
あ
る
。

　

煎
茶
道
三
彩
流
は
、
二
代
華
丈
先

生
の
代
、
昭
和
41
年
の
芸
術
協
会
茶

道
部
草
創
期
か
ら
加
入
し
て
お
り
、

悠
丈
先
生
は
昭
和
51
年
2
月
、
同
流

　

髙
倉
健

先
生
は
、

昭
和
５
年

生
ま
れ
。

４
月
４
日

に
満
86
歳
で
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
何

と
も
無
念
で
あ
り
ま
す
。
亡
く
な
ら

れ
る
４
日
前
に
病
院
を
見
舞
い
、
い

つ
も
は
聞
き
役
な
の
に
饒
舌
に
お
話

を
さ
れ
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た

ば
か
り
で
し
た
。

　

先
生
は
若
い
う
ち
か
ら
陶
芸
に
興

味
を
持
た
れ
、
昭
和
49
年
に
芸
協
会

員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
工
芸
部
だ
け

で
な
く
、
平
成
10
年
～
14
年
ま
で
第

６
代
理
事
長
と
し
て
の
活
躍
が
光
り

の
三
代
家
元
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。

　

仙
台
市
は
平
成
元
年
四
月
、
政
令

指
定
都
市
に
な
っ
た
が
、
当
時
芸
術

文
化
の
統
合
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を
持

つ
施
設
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
。

　

星
先
生
は
こ
の
建
設
促
進
委
員
と

し
て
ご
尽
力
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
平

成
13
年
、
市
図
書
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
の
「
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
」
建
設
に
結
実
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
平
成
4
年
の
芸
協
法
人
化

ま
し
た
。
多
忙
な
職
務
に
あ
り
な
が

ら
、
持
ち
前
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
を
次
々
と
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
陶
芸
教
室
名

は「
陶
房
酔
」。お
酒
好
き
の
先
生
は
、

マ
イ
盃
で
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
発
表
の
場
と
し
て
は
、
芸

術
祭
工
芸
展
、
新
翔
工
芸
会
展
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
芸
術
祭
工
芸
展

で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
工
芸
作
品

を
見
せ
て
後
進
を
育
て
た
い
、
と
い

に
は
、
理
事
と
し
て
大
変
な
努
力
を

さ
れ
た
。
芸
協
の
大
き
な
方
針
で
あ

る
「
魅
力
あ
る
芸
協
」「
部
門
交
流
」

な
ど
を
推
進
し
、
芸
協
が
県
の
芸
術

文
化
の
発
展
の
支
柱
に
な
る
べ
く
、

大
き
な
貢
献
を
な
さ
れ
た
。

　

星
先
生
が
芸
協
茶
道
部
門
か
ら
初

め
て
理
事
長
に
な
ら
れ
た
平
成
14

年
、
私
も
理
事
と
し
て
芸
協
の
運
営

を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
と
な
り
、
以

来
公
私
に
わ
た
っ
て
先
生
か
ら
数
々

の
ご
指
導
を
頂
い
た
。
私
は
先
生
と

う
先
生
の
希
望
で
巡
回
展
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
芸
術

祭
巡
回
展
で
は
気
仙
沼
、
築
館
、
石

巻
な
ど
の
会
場
を
順
に
巡
回
。
会
員

に
は
会
場
当
番
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
各
地
の
皆
様
の
意
気
高
揚
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
日
本
工
芸
展
、

日
展
と
果
敢
に
挑
戦
さ
れ
、
中
央

展
出
品
へ
の
先
駆
け
に
も
な
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

学
部
は
異
な
る
が
、
同
じ
大
学
の
卒

業
生
で
、
男
性
で
た
ま
た
ま
茶
の
道

を
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
時

に
冗
談
や
漫
談
を
交
え
て
、
気
楽
に

お
話
を
頂
い
た
。
特
に
ご
親
切
に
し

て
頂
い
た
の
か
、
と
も
思
う
。
次
の

お
家
元
は
お
嬢
様
と
決
定
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
、
ま
す
ま
す
の
御

発
展
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
、
あ
の
や
さ

し
い
ご
温
顔
に
接
す
る
こ
と
が
も
う

出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に

大
き
な
悲
し
み
で
あ
る
。
先
生
の
在

り
し
日
を
偲
び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
仙
台
市

市
政
功
労
者
表
彰
・
地
域
文
化
功
労

者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
、
第
58
回
河

北
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
常
に
自
然
を
愛
し
、
そ
の

神
秘
さ
を
作
品
に
取
り
入
れ
て
の
作

陶
で
し
た
。焼
物
の
原
点
を
訪
ね
て
、

原
始
の
野
焼
き
を
や
っ
て
い
る
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
奥
地
へ
出
か
け

た
こ
と
も
あ
り
、
行
動
力
は
す
ば
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

　

今
後
も
先
生
の
教
え
を
守
り
、
陶

芸
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
先
生
の
在
り
し
日
を
偲

び
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

元理事長相次ぎご逝去
　当協会で理事長として活躍さ
れた髙倉健名誉会員が４月４日、
星悠丈名誉会員が６月16日に相
次いでご逝去された。会員一同
深く哀悼の意を表したい。

　髙倉名誉会員は第６代理事長
として平成10年から14年まで在
任。芸協法人化10年記念として
「芸術ふれあい広場」を開催。
部門間交流の推進に貢献された。

　星名誉会員は、第７代理事長
として平成14年から18年まで在
任。公益法人化を視野に「定款
検討小委員会」を設置するなど、
定款の整備に取り組まれた。

星
悠
丈
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
む

　

参
事
（
茶
道
部
）　
髙
橋
威
仙

髙
倉
健
先
生
を
偲
ん
で

　

前
工
芸
部
部
長
（
陶
芸
）　
近
藤
孝
則
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平成28年度正味財産増減計算書　[決算]
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公1 公2 公3 公益共通 公益小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部   　 　 　

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 2,506 2,506 0 0 2,506

受取入会金 0 0 0 930,000 930,000 0 930,000 1,860,000

受取会費 0 0 0 12,360,000 12,360,000 2,737,140 7,862,860 22,960,000

事業収益 5,905,550 84,000 1,040,000 0 7,029,550 3,407,000 0 10,436,550

受取補助金等 200,000 0 200,000 0 400,000 0 0 400,000

受取負担金 12,699,000 0 0 0 12,699,000 0 0 12,699,000

受取寄附金 166,000 0 0 0 166,000 0 0 166,000

雑収益 185,000 0 0 2,756 187,756 0 0 187,756

経常収益計 19,155,550 84,000 1,240,000 13,295,262 33,774,812 6,144,140 8,792,860 48,711,812

（２）経常費用

事業費 28,191,756 3,104,630 4,555,579 140,000 35,991,974 6,130,140 0 42,122,114

管理費 0 0 0 0 0 0 7,496,432 7,496,432

経常費用計 28,191,765 3,104,630 4,555,579 140,000 35,991,974 6,130,140 7,496,432 49,618,546

当期経常増減額 △9,036,215 △3,020,630 △3,315,579 13,155,262 △2,217,162 14,000 1,296,428 △906,734

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 9,203,071 3,020,630 3,315,579 △14,242,852 1,296,428 0 △1,296,428 0

当期一般正味財産増減額 166,856 0 0 △1,087,590 △920,734 14,000 0 △906,734

一般正味財産期首残高 515,355 0 0 43,456,278 43,971,633 0 0 43,971,633

一般正味財産期末残高 682,211 0 0 42,368,688 43,050,899 14,000 0 43,064,899

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般指定財産への振替額 30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 190,000 0 0 0 190,000 0 0 190,000

指定正味財産期末残高 160,000 0 0 0 160,000 0 0 160,000

Ⅲ　正味財産期末残高 842,211 0 0 0 43,210,899 14,000 0 43,224,899

ａ：公益目的事業経常費用計 ｂ：当年度年間全体経常費用 公益目的事業比率（ａ／ｂ）

35,991,974 49,618,546 73%

　

（
一
財
）
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー
、河
北
新
報
社
な
ど
主
催
の
「
第

6
回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア
in
み
や

ぎ
」
が
7
月
13
日
～
17
日
に
夢
メ
ッ

セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
、
当
協
会
茶

道
部
の
5
流
派
が
茶
道
の
普
及
啓
発

の
た
め
こ
れ
に
協
力
し
た
。

　

会
場
で
は
～
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
を
探
し
に
～
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

か
ら
参
加
し
た
１
２
０
の
窯
元
・
作

家
が
作
品
を
展
示
・
販
売
し
た
。

　

抹
茶
碗
な
ど
茶
器
・
茶
道
具
の
出

展
も
多
い
こ
と
か
ら
、
宗

流
、
表

千
家
、
武
者
小
路
千
家
、
玉
川
遠
州

流
、
裏
千
家
が
協
力
。
会
場
内
に
設

け
ら
れ
た
茶
席
コ
ー
ナ
ー
で
日
替
わ

り
で
呈
茶
を
担
当
し
、や
き
も
の
フ
ァ

ン
を
お
茶
と
お
菓
子
で
も
て
な
し
た
。

第
６
回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア

芸
協
茶
道
部
の
５
流
派
が
呈
茶裏千家による呈茶風景
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本
年
度
の
文
学
散
歩
は
10
月
４
日

（
水
）、５
日
（
木
）
の
日
程
で
「
人

と
碑
と
寺
院
を
ゆ
っ
た
り
深
く
」
を

テ
ー
マ
に
、
岩
手
県
の
北
上
・
盛
岡
・

奥
州
の
各
市
を
訪
ね
る
。

　

見
学
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹

介
す
る
。
１
日
目
は
「
日
本
現
代
詩

歌
文
学
館
」常
設
展
の「
詩

歌
と
音
の
プ
リ
ズ
ム
」と
、

俳
人
山
口
青
邨
旧
居
「
雑

草
園
」。「
宮
沢
賢
治
記
念

　

本
年
度
の
研
修
旅
行
は
、「
加
賀

百
万
石
の
城
下
町
金
沢
」
の
タ
イ
ト

ル
で
、
11
月
7
日
（
火
）
か
ら
9
日

（
木
）
ま
で
、
金
沢
・
福
井
方
面
へ

の
旅
と
な
っ
た
。

　

昭
和
45
年
に
会
員
親
睦
を
目
的
に

始
ま
っ
た
研
修
旅
行
は
、
当
初
の
国

内
旅
行
か
ら
、
平
成
5
年
に
海
外
旅

行
と
な
り
、
以
後
昨
年
ま
で
続
け
ら

れ
て
き
た
。
近
年
、
テ
ロ
な
ど
国
際

的
な
治
安
の
悪
化
が
顕
著
に
な
っ
た

館
と
童
話
村
・
賢
治
の
学
校
」
で
は
、

広
々
と
し
た
開
放
感
の
中
で
、
賢
治

の
世
界
観
を
体
感
で
き
る
。

　

２
日
目
は
、
反
戦
川
柳
人
「
鶴
彬

の
句
碑
と
墓
」、「
黒
石
寺
」
の
国
重

文
四
天
王
立
像
を
見
学
。「
正
法
寺
」

で
は
、
日
本
一
を
誇
る
茅
葺
き
の
大

屋
根
と
入
り
口
の
惣
門
が
お
勧
め
。

今
回
は
移
動
距
離
が
短
く
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
行
程
に
な
っ
て
い
る
。

　

会
員
や
一
般
を
問
わ
ず
募
集
し
て

こ
と
か
ら
、
25
年
ぶ
り
に
国
内
旅
行

に
戻
っ
た
。

　

今
回
は
一
昨
年
開
業
し
た
北
陸
新

幹
線
を
利
用
し
て
金
沢
ま
で
行
き
、

加
賀
百
万
石
を
中
心
と
す
る
北
陸

路
の
歴
史
や
文
化
を
訪
ね
る
。
夜

は
山
代
温
泉
、
和
倉
温
泉
と
い
っ

た
北
陸
の
湯
ど
こ
ろ
で
旅
の
疲
れ

を
癒
や
す
。

　

2
泊
3
日
と
い
う
手
軽
に
参
加
で

き
る
日
程
と
な
っ
た
こ
と
で
、
会
員

同
士
の
交
流
の
旅
と
し
て
、
多
く
の

参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

　

詳
し
い
日
程
や
参
加
費
用
な
ど
は

同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
通
り
で
、

申
し
込
み
は
10
月
6
日
（
金
）
ま
で
。

お
り
、
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
る
。
詳
し
く
は
募
集
要
項
の
通
り

で
、
締
め
切
り
は
９
月
12
日
（
火
）。

　

宮
城
県
芸

術
協
会
の
名

誉
会
員
で
草

月
会
の
会
員

で
も
あ
っ
た

及
川
光
波
（
隆
子
）
先
生
が
、
去
る

６
月
13
日
に
、
満
91
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。
事
務
局
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
、

知
ら
ぬ
こ
と
と
は
い
え
大
変
失
礼

な
事
を
し
た
と
恥
じ
入
っ
て
い
る

次
第
で
、
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

　

光
波
先
生
に
は
、
華
道
連
盟
時
代

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
私
が

華
道
の
世
界
で
ま
だ
駆
出
し
の
頃
、

先
生
は
大
先
生
の
立
場
に
お
ら
れ
ま

し
た
。
叔
父
の
朴
澤
一
光
が
連
盟
の

事
務
局
を
預
か
っ
て
い
た
関
係
で
、

二
日
町
の
家
に
伺
っ
て
お
り
ま
す

と
、
い
つ
も
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
大

き
な
声
で
訪
問
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
に
残
り
、
先
生
に
は
よ
く
面
倒
を

見
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
の
お
宅
は

す
ぐ
そ
ば
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
あ
り
、

私
も
時
々
お
伺
い
し
た
事
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
の
作
品
に
は
、
内
に
秘
め
た

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
男
性
的
な
作
風
が

印
象
に
残
っ
て
お
り
、
私
も
そ
の
作

品
に
心
を
動
か
さ
れ
た
者
の
一
人
で

あ
り
ま
す
。
立
場
は
違
い
、
私
の
流

派
は
伝
統
的
な
手
法
を
駆
使
し
て
生

け
花
を
構
成
し
て
い
き
ま
す
。
作
品

の
風
合
い
は
ま
る
で
違
い
ま
す
が
、

華
道
人
と
し
て
は
作
風
を
理
解
し
、

お
互
い
の
立
場
を
認
め
あ
っ
た
良
き

時
代
で
し
た
。

　

先
生
は
華
道
連
盟
を
離
れ
ら
れ
、

芸
術
協
会
の
会
員
と
し
て
、
華
道
部

の
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

宮
城
県
教
育
文
化
功
労
者
表
彰
、
宮

城
県
芸
術
協
会
功
績
者
表
彰
・
感
謝

状
、
日
本
い
け
ば
な
芸
術
協
会
表
彰

状
な
ど
、
対
外
的
な
表
彰
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

草
月
流
の
御
流
内
に
お
い
て
も
、

三
度
に
わ
た
る
草
月
栄
誉
賞
な
ど
、

数
限
り
無
い
表
彰
が
あ
る
と
仄
聞
し

て
お
り
ま
す
。

　

先
生
は
昭
和
43
年
に
宮
城
県
芸
術

協
会
に
入
会
さ
れ
、
監
事
や
参
事
を

歴
任
。
宮
城
県
芸
術
祭
華
道
展
に
は

毎
年
の
よ
う
に
出
品
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
華
道
界
で
の
先
生
の
生
き
方

は
、
わ
れ
わ
れ
後
輩
の
鏡
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

追
悼 

及
川
光
波
先
生
を
偲
ん
で

参
事
（
華
道
部
）　
朴
澤
一
堂

「
加
賀
百
万
石
の
城
下
町
金
沢
」

文学散歩
10月４日～５日

「
人
と
碑
と
寺
院
を
ゆ
っ
た
り
深
く
」

茅葺きの大屋根が見事な正法寺本堂

秋の兼六園と琴柱灯篭

参加者募集

研修旅行
11月７日～９日
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「
一
強
」
と
さ
れ
、
か
な
り
強
引

な
政
権
運
用
を
し
て
き
た
安
倍
内
閣

も
、
東
京
都
議
選
を
境
に
屋
台
骨
が

ぐ
ら
つ
き
始
め
て
き
た
。
森
友
学
園

や
加
計
問
題
な
ど
、
危
う
さ
を
内
包

し
て
い
た
安
倍
政
権
だ
け
に
、
や
は

り
と
い
う
気
も
す
る
。
ア
リ
の
一
穴

と
な
る
の
か
。
▼
崩
れ
そ
う
な
芽
は

あ
っ
た
の
だ
が
、
都
議
選
の
小
池
さ

ん
の
「
一
発
」
で
政
権
ま
で
も
ぐ
ら

つ
く
と
は
、
や
は
り
一
寸
先
は
ヤ
ミ

の
世
界
で
あ
る
。
こ
う
し
て
内
閣
が

つ
ぶ
れ
た
例
は
、
枚
挙
に
遑
が
な
い

▼
そ
う
し
た
「
雑
音
」
と
は
無
縁
の

と
こ
ろ
で
、
芸
術
の
秋
は
静
か
に
幕

を
開
け
る
。
芸
術
祭
の
行
事
と
し
て

は
、
９
月
17
日
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
、

絵
画
や
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
、
写
真
、

音
楽
な
ど
多
彩
な
催
し
の
数
々
が
披

露
さ
れ
、
人
々
を
芸
術
の
輪
で
包
み

込
む
▼
今
年
か
ら
芸
術
祭
に
共
通

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
は「
結

い
」を
テ
ー
マ
に
、芸
術
の
分
野
で「
手

を
つ
な
ぎ
、
輪
を
広
げ
る
」「
力
を
貸

し
合
う
」
姿
の
表
現
を
試
み
る
。「
結

い
」
の
思
想
が
芸
術
の
輪
を
一
段
と

大
き
く
広
げ
る
も
の
と
、
期
待
が
膨

ら
む
。�

（
恂
）

☆�

第
48
回
創
元
会
宮
城
支
部
展

　

6
月
30
日
～
7
月
5
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

仙
台
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会
会
員
に
よ

る
第
18
回
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト「M

y 
Favorite Piece

“
私
の
お
気
に
入

り
”」

　

7
月
2
日

　

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆�

第
28
回
宮
城
示
現
会
展
仙
台
展

　

7
月
7
日
～
12
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
48
回
蔵
王
写
生
会
展

　

7
月
7
日
～
12
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�
第
52
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
展

　

7
月
7
日
～
12
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
53
回
宮
城
水
彩
展
「
栗
原
展
」

　

7
月
7
日
～
16
日

　

栗
原
文
化
会
館

☆�

第
28
回
宮
城
示
現
会
美
里
展

　

7
月
13
日
～
16
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�

第
6
回
全
国
や
き
も
の
フ
ェ
ア
in

　

み
や
ぎ

　

7
月
13
日
～
17
日

　

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ

☆�

第
45
回
宮
城
野
書
道
展

　

7
月
14
日
～
18
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
45
回
宮
城
二
紀
展

　

7
月
14
日
～
19
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
63
回
全
国
公
募
圖
南
書
道
展

　

7
月
14
日
～
19
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
36
回
板
橋
健
独
唱
会
〈
声
に
よ
る

表
現
の
可
能
性
を
求
め
て
〉

　

7
月
21
日

　

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆�

第
9
回
玄
穹
社
学
生
展

　

8
月
5
日
～
8
日

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆�

第
70
回
春
光
会
展

　

8
月
15
日
～
20
日

　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

　

8
月
29
日
～
9
月
3
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�

髙
橋
麻
子
企
画　

音
楽
の
旅
第
11
弾

“
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
”
室
内

楽

　

8
月
20
日

　

常
盤
木
学
園
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ホ
ー
ル

☆
第
25
回
宮
城
独
立
美
術
展

　

８
月
25
日
～
30
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�Reunion Concert

　

8
月
28
日

　

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆�

第
40
回
仙
台
の
四
季
を
描
く
絵
画
展

　

9
月
1
日
～
6
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

２
０
１
７
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
42
回

公
演
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

　

9
月
2
日
～
3
日

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆�

第
64
回
河
北
書
道
展

　

9
月
3
日
～
9
日

　
T
FU

ギ
ャ
ラ
リ
ーM

ini M
ori

☆�

歌
曲
の
た
の
し
み
三
塚
典
子
ソ
プ
ラ

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
２
０
１
７

　

9
月
8
日

　

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆�

河
北
こ
ど
も
美
術
展

　

9
月
15
日
～
18
日

　

T
FU

ギ
ャ
ラ
リ
ーM

ini M
ori

☆�

２
０
１
７
日
洋
会
東
北
支
部
展

　

9
月
15
日
～
20
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

画
業
60
年
渡
辺
雄
彦
自
選
展 

　

9
月
15
日
～
20
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
35
回
上
野
の
森
美
術
館
大
賞
展

▽
入
選
（
賞
候
補
）
＝
佐
藤
光
郎
▽
入

選
（
一
次
賞
候
補
）
＝
阿
部
好
江
▽
入

選
＝
中
村
喜
吉

◇
第
80
回
河
北
美
術
展

▽
〈
日
本
画
〉
河
北
賞
＝
奥
山
和
子
、

東
北
放
送
賞
＝
三
浦
長
悦

▽
〈
洋
画
〉
秋
田
県
知
事
賞
＝
渥
美
裕

司
、
山
形
県
知
事
賞
＝
其
田
章
、
仙
台

市
教
育
委
員
会
賞
＝
後
藤
和
紀
、
宮
城

県
芸
術
協
会
賞
＝
山
口
優
子
、
渋
谷
栄

太
郎
賞
＝
松
宮
禜
典
、
山
本
壮
一
郎
賞

＝
高
橋
恵
子

▽
〈
彫
刻
〉
東
北
電
力
賞
＝
清
水
直
土

◇
写
真
の
日
記
念
写
真
展
２
０
１
７

▽
〈
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
部
門
〉
モ
ン

ベ
ル
賞
＝
古
内
克
永

謹
　
弔

書
道
部�

真
尾
露
春 

殿

�

平
成
29
年
1
月
22
日

書
道
部�

阿
部
成
子 

殿

�

3
月　
　

文
芸
部
（
短
歌
）�

大
和
類
子 

殿

�

3
月
10
日

工
芸
部
（
漆
芸
）�

高
橋
文
治 

殿

�

4
月
10
日

絵
画
部
（
日
本
画
）�

櫻
井
實 

殿

�

5
月
1
日

華
道
部
（
池
坊
）�

近
江
香
朴 

殿

�

５
月
31
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

佐
々
木
津
也 

殿

�

6
月　
　

華
道
部
（
草
月
流
）�

及
川
光
波 

殿

�

6
月
13
日

茶
道
部
（
煎
茶
道
三
彩
流
）

�

星
悠
丈 

殿

�

6
月
16
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

徳
山
高
明 

殿

�

6
月
21
日

洋
楽
部�

庄
子
み
ど
り 

殿

�

７
月
14
日

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

【
監
事
会
】
4
月
19
日

・�

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
監

査
【
第
１
回
理
事
会
】
4
月
21
日

・�

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

・�

平
成
29
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
つ

い
て

・�

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

【
平
成
29
年
度
定
時
総
会
】
6
月
3
日

・�

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

【
第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会
】

　

6
月
9
日

・�

第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

【
第
1
回
部
長
会
議
】
7
月
7
日

・�

第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

・�

芸
術
祭
共
通
テ
ー
マ
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て

後
　
　
　
援

☆�

美
里
町
収
蔵
作
品
展

　

5
月
13
日
～
31
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�

仙
台
女
流
美
術
協
会
徳
島
絆
グ
ル
ー
プ

　

6
月
2
日
～
8
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

吟
鳳
会
書
展

　

6
月
13
日
～
18
日

　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆�

第
2
回
美
里
町
収
蔵
作
品
展

　

6
月
15
日
～
30
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆�

第
34
回
白
土
会
展

　

6
月
16
日
～
20
日

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆�

69
回
三
軌
展
東
北
展

　

6
月
16
日
～
21
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク


